



































































































































































































































ニ入ル」 （ 「石黒日乗」 ） 。
その後、石黒と森はオランダ、イギリス、フランスを経て横浜に帰着するのである。が、七月二十七日の夜、両人が夜行列車でパリを発ち、マ




































































































































着いたら自活してみます。 「お世話にならなければよいでしょう」というから 「手先が器用なくらいでは無理だ」というと、 「まあ考えてみましょう」といって、別れた 、父に語った。
ドイツから鷗外のあとを追ってきたこの女性は、鷗外のことをじっさい富豪の子のように思って

































































































































































































































































る肚をきめ ものか。喜美子に ると、森家では彼女が帰国するとき、できるだけのことをし、土産 もたせ、費用その他の雑事を篤次郎がやった、という。
エリーゼは日本に入国し、出国するまで、この国に三十六日間いたことになるが、とくに















































































の談話によると、創業当時の料理代は、一食事一円ほどであった（ 『日本ホテル略史』 ） 。料理材料は鉄道がないために















































































































































































iegert ）として登場する。ゲネラール・ヴェルダァ号の出帆については、 『東京朝日新聞』 （明治二十一年十月十六日付）は、
つぎのように報じている。
独汽船ゲネラール・ヴェルダァ号が横浜を出航したときの船客名。「ヴィーゲルト嬢」































































































ドイツ陸軍の衛生試験所にちかいところであった（ 「獨逸日記」 ） 。このときの転宅が、ルイーズとの出会いを生んだと考えられている。当時、鷗外は二十六歳、ルイーズは十四歳と六ヵ月であった。両人のなれ染めについて 想像の域を出ていない。
ベルリン時代、鷗外は昼間講堂で講義をきいた






















































































を名乗った（植木哲説） 。乗船切符をもとめるとき、 「エリーゼ・ヴィーゲルト」の名を用いた（今野勉説） 。






























































































3）川崎晴朗「ヤン・レツルについて」 （ 『外国人名録と精養軒⑴』 を参照。
（
4） 『日本ホテル略史』 （運輸省、昭和
21・
11） 、一一頁。
（
5）川崎晴朗著『築地居留地』 （雄松堂出版、平成十四年十月） 、一一一頁。
（
6）横浜開港資料館編『
100年前の横浜・神奈川
　　
絵葉書でみる風景』 （平成十一年十二月）を参照。
（
7） 『日本鉄道史
　
上編』 （鉄道省、大正十年八月） 、五一頁。
（
8）二
に
村むら
一夫著『労働は神聖なり、結合は勢力なり
　　
高村房太郎とその時代』 （岩波書店、平成二十年九月） 、三一頁。
（
9）小金井喜美子「次ぎの兄」 。
（
10）若木虎雄著『鷗外研究年表』 （鷗出版、平成十八年六月） 、二三九頁。
